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カテゴリー:お知らせ 

 

令和６年度における 

県内市町村の高齢者虐待への対応状況について 
  

令和６年度における埼玉県内の高齢者虐待への対応状況について、「高齢者虐待の防止、

高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（以下「高齢者虐待防止法」という。）」第  

２５条の規定に基づき公表します。 

 高齢者虐待防止法により、虐待を受けた高齢者の保護や養護者の負担軽減のための支援等

は市町村の業務として位置付けられています。 

埼玉県では、市町村が高齢者虐待に適切に対応できるよう、市町村間の連絡調整や市町村

に対する情報の提供、助言などを行い、市町村を支援しています。 

 

 

●対応状況の概要 

 

１ 養介護施設従事者等による高齢者虐待への対応状況等について 

 ○ 養介護施設従事者等による虐待の疑いがあるとして、県内の市町村が相談・通報を受 

  理した件数は、令和５年度より８４件減り、２３９件でした。 

 ○ 養介護施設等で発生した高齢者虐待は６６件でした（令和５年度は７５件）。 

  ・ 虐待の種別（重複あり）は、心理的虐待が３８件、身体的虐待が３６件、 

   介護・世話の放棄・放任が１７件、経済的虐待が５件、性的虐待が５件でした。 

 ○ 市町村では施設等に対し指導を行い、改善計画の提出など再発防止の徹底を図りま 

  した。 

 

２ 家族等の養護者による高齢者虐待への対応状況等について 

 ○ 県内の市町村で受け付けた養護者（家族等）による高齢者虐待に関する相談、通報件 

  数は、令和５年度より３５件減り、１,９１７件でした。 

  ・ 相談・通報者は、警察が４２．４％と最も多く、次いで介護支援専門員・介護保険 

   事業所職員が２１．０％を占めました。 

 ○ 市町村が虐待と認定した件数は、令和５年度より３９件減り、５６６件でした。 

  ・ 虐待の種別（重複あり）は、身体的虐待が４１２件（７０．９％）、心理的虐待が 

 ２０５件（３５．３％）、介護・世話の放棄・放任が１０９件（１８．８％）、経済 

 的虐待が８９件（１５．３％）、性的虐待が３件（０．５％）でした。 

  ・ 虐待を受けた高齢者は、女性が７１．９％を占めました。 

  ・ 虐待者（重複あり）は、息子が３９．３％と最も多く、次に夫２０．９％、 

   娘１９．６％の順でした。 

 ○ 市町村では被虐待者を施設へ一時入所させたり、養護者に介護保険サービスの利用を 

  促すなどの助言・指導を行いました。 

 

  令和７年１２月２５日 
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●県の取組について 

 

１「高齢者虐待対応専門員」の養成 

  市町村において高齢者虐待に対応する専門職員（高齢者虐待対応専門員）を養成する

研修を平成１８年度から実施しています。 

  これまでに、市町村及び地域包括支援センター職員を対象として、合計４，０７２人

の高齢者虐待対応専門員を養成しました。 

  また、高齢者虐待対応専門員に対するフォローアップ研修も実施しています。 

 

２ 普及啓発 

  養介護施設従事者等に対し、高齢者虐待の防止を目的とした研修を実施しています。 

  令和６年度はＷＥＢによる研修を実施し、計３,２４１人の参加がありました。 

  

３ 高齢者虐待対応専門員の設置 

  県地域包括ケア課に高齢者虐待対応専門員を１人配置し、事案対応に係る関係機関の 

 連絡調整や、市町村において対応が困難な事案への助言などを行っています。 

 

４ 虐待通報ダイヤルの設置 

  「埼玉県虐待禁止条例」第１３条に基づき、早期に虐待を発見するために、児童虐待、

高齢者虐待、障害者虐待の通報を一元的に２４時間３６５日受け付ける“埼玉県虐待通

報ダイヤル「＃７１７１」”を平成３０年１０月１日より開設しています。 

 

５ 成年後見制度の利用支援 

  成年後見制度の利用が必要な場合でも申立てする親族がいない又は親族の協力が得ら

れないときには、市町村長が家庭裁判所に対し成年後見の申立てを行うことができます。 

  このため、県は市町村職員を対象に成年後見制度における市町村長申立てに関する研

修を実施しています。 
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参考情報  
   
Ⅰ 養介護施設従事者等による高齢者虐待について 
 
１ 相談・通報件数 

養介護施設従事者等による虐待の疑いがあるとして、市町村が相談・通報を受理した
件数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１６０件 ２３４件 ２３２件 ３２３件 ２３９件 

 
２ 相談・通報者の内訳(複数回答：虐待事案と判断できなかった相談分を含む。) 

 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

本人による 
届出 

  ５ 
(  2.8%) 

  ７ 
(  2.7%) 

  ８ 
(  3.0%) 

 １３    
(  3.5%) 

 １８    
(  6.8%) 

家族・親族 
  ２６ 
( 14.6%) 

  ３９ 
( 14.9%) 

  ４８ 
( 17.8%) 

  ５８    
( 15.7%) 

  ４４    
( 16.7%) 

当該施設・ 
事業所職員 

  ８７ 
( 48.9%) 

  １２７ 
( 48.5%) 

  １３４ 
( 49.6%) 

２０１         
( 54.4%) 

１１６         
( 44.1%) 

当該施設・ 
事業所元職員 

  １６ 
(  9.0%) 

  １４ 
(  5.3%) 

  ２０ 
(  7.4%) 

 １７        
(  4.6%) 

 ２６        
(  9.9%) 

介護支援 
専門員 

   ２ 
(  1.1%) 

  ７ 
(  2.7%) 

  ４ 
(  1.5%) 

  ３         
(  0.8%) 

  ０         
(  0.0%) 

都道府県 
   ８ 

(  4.5%) 
  ９ 

(  3.4%) 
  １４ 
(  5.2%) 

  １４       
(  3.8%) 

  １６       
(  6.1%) 

警察 
   ４ 

(  2.2%) 
  ５ 

(  1.9%) 
  ５ 

(  1.9%) 
   １      
(  0.3%) 

   ９      
(  3.4%) 

その他 
  １９ 
( 10.7%) 

  ４０ 
( 15.3%) 

  ２５ 
(  9.3%) 

  ５０      
( 13.6%) 

  ２０      
(  7.6%) 

不明 
(匿名を含む) 

 １１ 
(  6.2%) 

 １４ 
(  5.3%) 

 １２ 
(  4.4%) 

 １２        
(  3.3%) 

 １４        
(  5.3%) 

合計(人) ※ 
１７８ 
(100.0%) 

２６２ 
(100.0%) 

２７０ 
(100.0%) 

３６９       
(100.0%) 

２６３       
(100.0%) 

 
３ 事実確認の状況 

相談・通報に基づき市町村が行った事実確認結果 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

虐待の事実あり 
 ５５ 

( 31.4%) 
 ８９ 
( 37.4%) 

 ７８ 
( 32.1%) 

 ７５ 
( 21.6%) 

 ６６ 
( 23.0%) 

虐待の事実が 
認められず 

 ７９ 
( 45.1%) 

１０３ 
( 43.3%) 

 １１４ 
( 46.9%) 

１８２ 
( 52.3%) 

１４１ 
( 49.1%) 

虐待の判断に 
至らない 

 ２６ 
( 14.9%) 

 ２８ 
( 11.8%) 

 ２８ 
( 11.5%) 

 ５４ 
( 15.5%) 

 ２５ 
(  8.7%) 

都道府県へ事実 
確認調査を依頼 

   ０ 
(  0.0%) 

  ０  
(  0.0%) 

  ０  
(  0.0%) 

  ０ 
(  0.0%) 

  ０ 
(  0.0%) 

その他 
  １５ 
(  8.6%) 

 １８ 
( 7.6%) 

 ２３ 
(  9.5%) 

 ３７ 
( 10.6%) 

 ５５ 
( 19.2%) 

合計(件) ※ 
１７５ 

(100.0%) 
２３８ 
(100.0%) 

２４３ 
(100.0%) 

３４８ 
(100.0%) 

２８７ 
(100.0%) 

  (注)前年度に相談を受け、翌年度に事実確認を行った事例があるため、「１ 相談・通報 
   件数」と一致しない。 



 2 / 10 

 

４ 高齢者虐待認定件数 
相談・通報を受理し、市町村が調査の結果、虐待と認定した件数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

５５件 ８９件 ７８件 ７５件 ６６件 

 
 
５ 高齢者虐待が認定された養介護施設・事業所の種別 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

特別養護老人ホーム 
２３ 

( 41.1%) 
 ２６ 

( 29.2%) 
 ２５ 

( 32.1%) 
 ２８ 

( 37.3%) 
 ２０ 

( 30.3%) 

介護老人保健施設 
 ３ 

(  5.4%) 
 ６ 

(  6.7%) 
 ５ 

(  6.4%) 
 １０ 

( 13.3%) 
  ３ 

(  4.5%) 

認知症対応型共同生活介護 
 ６ 

( 10.7%) 
 ９ 

( 10.1%) 
 ４ 

(  5.1%) 
  ２ 

(  2.7%) 
  ６ 

(  9.1%) 

有料老人ホーム 
１７ 

( 30.4%) 
３３ 

( 37.1%) 
３０ 

( 38.5%) 
 ２８ 

( 37.3%) 
 ２９ 

( 43.9%) 

短期入所施設 
 １ 

( 1.8%) 
 ４ 

( 4.5%) 
 ３ 

( 3.8%) 
  ３ 

(  4.0%) 
  ０ 

(  0.0%) 

訪問介護等 
 ３ 

( 5.4%) 
 １ 

( 1.1%) 
 １ 

( 1.3%) 
  ２ 

(  2.7%) 
  ３ 

(  4.5%) 

通所介護等 
 ２ 

( 3.6%) 
 ３ 

( 3.4%) 
 ２ 

( 2.6%) 
  ２ 

(  2.7%) 
  ３ 
( 4.5%) 

その他 
 １ 

(  1.8%) 
 ７ 

( 7.9%) 
 ８ 

( 10.3%) 
  ０ 

(  0.0%) 
  ２ 

(  3.0%) 

合計※ 
(件) 

５６ 
(100.0%) 

８９ 
(100.0%) 

７８ 
(100.0%) 

 ７５ 
(100.0%) 

 ６６ 
(100.0%) 
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 ③虐待を受けた高齢者のうち、 
  要介護認定者の要介護状態区分 
 

 令和６年度 

自 立   ０ 

要支援１   ０ 

要支援２   ２ 

要介護１   ６ 

要介護２   ９ 

要介護３  ２６ 

要介護４  ２４ 

要介護５  １８ 

不  明   ４ 

合  計 
(人) 

 ８９ 

 

６ 令和６年度に虐待の事実が認められた事案 
 
（１）被虐待高齢者の状況 
 
 ①被虐待者の性別 
 

 
 
  
 

 令和６年度 

男  性    ２７ 

女  性    ６１ 

不  明     １ 

合  計 
(人) 

   ８９ 

 ②被虐待者の年齢 

 令和６年度 

６５歳未満障害者   ４ 

６５～６９歳   ５ 

７０～７４歳   ６ 

７５～７９歳   ８ 

８０～８４歳  １１ 

８５～８９歳  ２８ 

９０～９４歳  １４ 

９５～９９歳   ９ 

１００歳以上   １ 

不  明   ３ 

合  計 
(人) 

 ８９ 
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（２）高齢者虐待の種類(複数回答) 
 

 令和６年度 

身体的虐待  ３６ 

介護・世話の 
放棄・放任 

 １７ 

心理的虐待  ３８ 

性的虐待   ５ 

経済的虐待   ５ 

合  計 
(件) 

１０１ 

  (注)虐待の種類には重複があり、合計は、 
   「４ 高齢者虐待認定件数」で市町村 
   が「虐待と認定した件数」と一致しな 
   い。 
 
 
（３）高齢者虐待が認定された養介護施設・事業所の種別(再掲) 
 

 令和６年度 

特別養護老人ホーム  ２０ 

介護老人保健施設   ３ 

認知症対応型共同生活介護   ６ 

有料老人ホーム  ２９ 

短期入所施設   ０ 

訪問介護等   ３ 

通所介護等   ３ 

その他   ２ 

合  計 
(件) 

 ６６ 
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（４）虐待者の職種 
 

 令和６年度 

介護職 ５７ 

看護職  ４ 

管理職  ０ 

施設長  ３ 

経営者・開設者  １ 

その他  １ 

不 明  １ 

合 計 
(人) 

６７ 

 
 
（５）市町村による指導等(複数回答) 
 

 令和６年度 

施設等に対する指導   ５６件 

施設等からの改善計画の提出依頼   ５４件 

虐待を行った養介護施設従事者 
への注意・指導 

  １５件 
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Ⅱ 養護者による高齢者虐待について 
 
１ 相談・通報件数 

養護者による高齢者虐待の疑いがあるとして、市町村が相談・通報を受理した件数 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１，８１２件 １，７９８件 １，９１３件  １，９５２件  １，９１７件 

 
 
２ 相談・通報者の内訳(複数回答：虐待事案と判断できなかった相談分を含む。) 

     ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

介護支援専門員・介
護保険事業所職員 

  ３９９ 
( 19.6%) 

  ３６１ 
( 18.3%) 

  ４２９ 
( 20.5%) 

  ４３４ 
( 19.5%) 

  ４４７ 
( 21.0%) 

警察 
  ８６０ 

( 42.2%) 
  ８３５ 

( 42.4%) 
  ８３９ 

( 40.1%) 
  ９４１ 

( 42.2%) 
  ９０３ 

( 42.4%) 

家族・親族 
  １１７ 

(  5.7%) 
  １４４ 

(  7.3%) 
  １６１ 

(  7.7%) 
  １６６ 

(  7.4%) 
  １４０ 

(  6.6%) 

被虐待者本人 
  １５９ 

(  7.8%) 
  １４３ 

(  7.3%) 
  １５４ 

(  7.4%) 
  １８９ 

(  8.5%) 
  １４２ 

(  6.7%) 

民生委員 
   ４４ 

(  2.2%) 
   ２４ 

(  1.2%) 
   ３２ 

(  1.5%) 
   ２３ 

(  1.0%) 
   ３５ 

(  1.6%) 

市町村職員 
  １３０ 

(  6.4%) 
  １３０ 

(  6.6%) 
  １２８ 

(  6.1%) 
  １３４ 

(  6.0%) 
  １０８ 

(  5.1%) 

近隣住民・知人 
   ６８ 

(  3.3%) 
   ７９ 

(  4.0%) 
   ７１ 

(  3.4%) 
   ８３ 

(  3.7%) 
   ６７ 

(  3.1%) 

虐待者自身 
   ４２ 

(  2.1%) 
   ４７ 

(  2.4%) 
   ４４ 

(  2.1%) 
   ５２ 

(  2.3%) 
   ２９ 

(  1.4%) 

その他 
  ２１３ 

( 10.5%) 
  １９８ 

( 10.1%) 
  ２３２ 

( 11.1%) 
  ２０４ 

(  9.2%) 
  ２５６ 

( 12.0%) 

不明 
    ４ 

(  0.2%) 
    ７  

(  0.4%) 
    ４  

(  0.2%) 
    ５ 

(  0.2%) 
    ４ 

(  0.2%) 
合計※ 
(人) 

２，０３６ 
(100.0%) 

１，９６８ 
(100.0%) 

２，０９４ 
(100.0%) 

２，２３１      
(100.0%) 

２，１３１      
(100.0%) 

 
 
３ 事実確認の状況 
  相談・通報に基づき市町村が行った事実確認結果 

 (注)前年度に相談を受け、翌年度に事実確認を行った事例があるため、「１ 相談・通報 
  件数」と一致しない。 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

事実確認を行っ
た件数(小計) 

１，７２３件 １，６６１件 １，７５９件 １,８００件 １,７９６件 

 ７９７件 ６５３件 ８０３件 ８３８件 ８０３件 ８１０件 

 ９２２件 ９９８件 ９５２件 ９５０件 ９５２件 ９７８件 

   ４件   １０件 ４件 １２件 ４件  ８件 

事実確認を行っ
ていない事例 

 １４２件  １６９件 １８２件 １８９件 １６５件 

合計 
(件) 

１，８６５件 １，８３０件 １，９４１件 １,９８９件 １,９６１件 
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４ 事実確認の結果 

 
 
５ 高齢者虐待の種類(複数回答) 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

身体的虐待 
４７９ 

( 71.8%) 
３９４ 

( 71.1%) 
４７０ 

( 74.7%) 
４５３ 

( 73.3%) 
４１２ 

( 70.9%) 

介護・世話の
放棄・放任 

 １０９ 
( 16.3%) 

 ９４ 
( 17.0%) 

 １０２ 
( 16.2%) 

１１５ 
( 18.6%) 

１０９ 
( 18.8%) 

心理的虐待 
２６８ 

( 40.2%) 
２２０ 

( 39.7%) 
１８３ 

( 29.1%) 
２２２ 

( 35.9%) 
２０５ 

( 35.3%) 

性的虐待 
  ２ 

(  0.3%) 
  ０ 

(  0.0%) 
  １ 

(  0.2%) 
  １ 

(  0.2%) 
  ３ 

(  0.5%) 

経済的虐待 
１０９ 

( 16.3%) 
 ７８ 

( 14.1%) 
 ８３ 

( 13.2%) 
 ８４ 

( 13.6%) 
 ８９ 

( 15.3%) 

合計(件) 
<実人数> 

９６７ 
＜６６７＞ 

７８６ 
＜５５４＞ 

８３９ 
＜６２９＞ 

８７５ 
＜６１８＞ 

８１８ 
＜５８１＞ 

(注)虐待の種類には重複があり、合計は、「４ 事実確認の結果」で市町村が「虐待を受 
 けた又は受けたと思われると判断」した件数と一致しない。 
 
 

６ 虐待を受けた又は受けたと思われる高齢者の状況 
 
（１）被虐待者の性別 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

男性 
１８８ 

( 28.2%) 

１３０ 

( 23.5%) 

１７６ 

( 28.0%) 

 １５７ 

( 25.4%) 

 １６３ 

( 28.1%) 

女性 
４７８ 

( 71.7%) 
４２４ 

( 76.5%) 
４５３ 

( 72.0%) 
 ４６１ 
( 74.6%) 

 ４１８ 
( 71.9%) 

不明 
  １ 

(  0.1%) 
  ０ 
( 0.0%) 

  ０ 
( 0.0%) 

   ０ 
(  0.0%) 

   ０ 
(  0.0%) 

合計(人) 
６６７ 

(100.0%) 
５５４ 

(100.0%) 
６２９ 

(100.0%) 
 ６１８ 
(100.0%) 

 ５８１ 
(100.0%) 

 
  
 

 
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

虐待を受けた又
は受けたと思わ
れると判断 

    ６３７ 
( 37.0%) 

    ５４１ 
( 32.6%) 

    ６０８ 
( 34.6%) 

  ６０５ 
( 33.6%) 

  ５６６ 
( 31.5%) 

虐待ではないと
判断 

    ５９２ 
( 34.4%) 

    ６４１ 
( 38.6%) 

    ６８２ 
( 38.8%) 

    ７７１ 
( 42.8%) 

    ７７４ 
( 43.1%) 

虐待の判断に至
らなかった 

    ４９４ 
( 28.7%) 

    ４７９ 
( 28.8%) 

    ４６９ 
( 26.7%) 

    ４２４ 
( 23.6%) 

    ４５６ 
( 25.4%) 

合計※ 
(件)  

１，７２３ 
(100.0%) 

１，６６１ 
(100.0%) 

１，７５９ 
(100.0%) 

 １,８００ 
(100.0%) 

 １,７９６ 
(100.0%) 
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（２）被虐待者の年齢 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

65～69 歳 
 ７９ 

( 11.8%) 
 ５６ 

( 10.1%) 
 ４６ 

(  7.3%) 
  ３４ 
(  5.5%) 

  ３１ 
(  5.3%) 

70～79 歳 
２８８ 

( 43.2%) 
２１１ 

( 38.1%) 
２５６ 

( 40.7%) 
 ２３５ 
( 38.0%) 

 １９１ 
( 32.9%) 

80～89 歳 
２３９ 

( 35.8%) 
２３３ 

( 42.1%) 
２５９ 

( 41.2%) 
 ２９３ 
( 47.4%) 

 ３００ 
( 51.6%) 

90 歳以上 
 ５９ 

(  8.8%) 
 ５３ 

(  9.6%) 
 ６８ 

( 10.8%) 
  ５５ 
(  8.9%) 

  ５８ 
( 10.0%) 

不明 
  ２ 

(  0.3%) 
  １ 

(  0.2%) 
  ０ 

(  0.0%) 
   １ 
(  0.2%) 

   １ 
(  0.2%) 

合計※ 
(人) 

６６７ 
(100.0%) 

５５４ 
(100.0%) 

６２９ 
(100.0%) 

 ６１８ 
(100.0%) 

 ５８１ 
(100.0%) 

 
 
（３）虐待を受けた高齢者からみた虐待者の続柄 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

息子 
２９２ 

( 42.1%) 
２４２ 

( 41.2%) 
２８３ 

( 43.1%) 
２３６ 

( 36.3%) 
２３９ 

( 39.3%) 

夫 
１５７ 

( 22.6%) 
１３５ 

( 23.0%) 
１２８ 

( 19.5%) 
１６８ 

( 25.8%) 
１２７ 

( 20.9%) 

娘 
１２６ 

( 18.2%) 
１００ 

( 17.0%) 
１３３ 

( 20.2%) 
１１５ 

( 17.7%) 
１１９ 

( 19.6%) 

嫁 
 １０ 

(  1.4%) 
 １４ 

(  2.4%) 
 １６ 

(  2.4%) 
 １１ 

(  1.7%) 
  ８ 

(  1.3%) 

孫 
 １７ 

(  2.4%) 
 ２５ 

(  4.3%) 
 ２３ 

(  3.5%) 
 ２６ 

(  4.0%) 
 ２８ 

(  4.6%) 

妻 
 ４１ 

(  5.9%) 
 ４３ 

(  7.3%) 
 ３７ 

(  5.6%) 
 ５３ 

(  8.1%) 
 ４９ 

(  8.1%) 

婿 
  ５ 

(  0.7%) 
  ７ 

(  1.2%) 
  ８ 

(  1.2%) 
  ９ 

(  1.4%) 
  ９ 

(  1.5%) 

兄弟姉妹 
 １８ 

(  1.2%) 
  ７ 

(  1.2%) 
 １０ 

(  1.5%) 
 １０ 

(  1.5%) 
  ６ 

(  1.0%) 

その他 
 ３８ 

(  5.5%) 
 １４ 

(  2.4%) 
 １８ 

(  2.7%) 
 ２３ 

(  3.5%) 
 ２３ 

(  3.8%) 

不明 
  ０ 

(  0.0%) 
  ０ 

(  0.0%) 
  １ 

(  0.2%) 
  ０ 

(  0.0%) 
  ０ 

(  0.0%) 

合計※ 
(人) 

６９４ 
(100.0%) 

５８７ 
(100.0%) 

６５７ 
(100.0%) 

６５１ 
(100.0%) 

６０８ 
(100.0%) 
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（４）虐待を受けた高齢者のうち、要介護認定者の要介護状態区分 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

要支援１ 
 ２６ 

(  6.5%) 
 １０ 

(  3.1%) 
 １９ 

(  5.0%) 
 ２７ 

(  7.2%) 
 ２２ 

(  5.6%) 

要支援２ 
 ３８ 

(  9.6%) 
 １８ 

(  5.6%) 
 ２９ 

(  7.6%) 
 １６ 

(  4.2%) 
 １９ 

(  4.8%) 

要介護１ 
 ９２ 

( 23.2%) 
 ９９ 

( 30.8%) 
 ７８ 

( 20.4%) 
 １０７ 
( 28.5%) 

 １０５ 
( 26.5%) 

要介護２ 
 ７４ 

( 18.6%) 
 ６４ 

( 19.9%) 
 ８３ 

( 21.7%) 
  ８１ 
( 21.5%) 

  ７５ 
( 18.9%) 

要介護３ 
 ６５ 

( 16.4%) 
 ６６ 

( 20.6%) 
 ８８ 

( 23.0%) 
  ７０ 
( 18.6%) 

  ７７ 
( 19.4%) 

要介護４ 
 ７２ 

( 18.1%) 
 ４１ 

( 12.8%) 
 ５７ 

( 14.9%) 
  ４１ 
( 10.9%) 

  ６４ 
( 16.2%) 

要介護５ 
 ２９ 

(  7.3%) 
 ２１ 

(  6.5%) 
 ２５ 

(  6.5%) 
  ３３ 
(  8.8%) 

  ３３ 
(  8.3%) 

不明 
  １ 

(  0.3%) 
  ２ 

(  0.6%) 
  ３ 

(  0.8%) 
   １ 
(  0.3%) 

   １ 
(  0.3%) 

合計※ 
(人) 

３９７ 
(100.0%) 

３２１ 
(100.0%) 

３８２ 
(100.0%) 

 ３７６ 
(100.0%) 

 ３９６ 
(100.0%) 

 
 

７ 市町村が養護者による高齢者虐待に対してとった対策 
 
（１）虐待者からの分離の有無 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

分離した 
２６３ 

( 31.2%) 
１９６ 

( 26.2%) 
２１３ 

( 28.0%) 
 ２０４ 
( 27.4%) 

 ２２１ 
( 29.5%) 

分離していない 
４４８ 

( 53.1%) 
３８６ 

( 51.6%) 
３６９ 

( 48.5%) 
 ３６７ 
( 49.4%) 

 ３７２ 
( 49.7%) 

対応を検討中 
 １６ 

(  1.9%) 
  ９ 

(  1.2%) 
 １２ 

(  1.6%) 
  ２２ 
(  3.0%) 

  １０ 
(  1.3%) 

その他 
１１６ 

( 13.8%) 
１５７ 

( 21.0%) 
１６７ 

( 21.9%) 
 １５０ 
( 20.2%) 

 １４５ 
( 19.4%) 

合計※ 
(人) 

８４３ 
(100.0%) 

７４８ 
(100.0%) 

７６１ 
(100.0%) 

 ７４３ 
(100.0%) 

 ７４８ 
(100.0%) 

(注)前年度に相談・通報、事実確認を行ったもので、虐待への対応を翌年度に行った事例 
 を含んでいるため、「４ 事実確認の結果」で市町村が「虐待を受けた又は受けたと思 
 われると判断」した件数と一致しない。 
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（２）高齢者虐待への対応状況 

 
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

 
 
分 
離 
に 
よ 
る 
対 
応 
 
 

契約による介護保
険サービスの利用 

 ８０ 
( 30.4%) 

 ６４ 
( 32.7%) 

  ７９ 
( 37.1%) 

 ７３ 
( 35.8%) 

 ９３ 
( 42.1%) 

医療機関への 
一時入院 

 ５１ 
( 19.4%) 

 ３２ 
( 16.3%) 

 ４０ 
( 18.8%) 

 ２６ 
( 12.8%) 

 ２５ 
( 11.3%) 

緊急一時保護 
(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 

 １７ 
(  6.5%) 

 １３ 
(  6.6%) 

 １５ 
(  7.0%) 

 １９ 
(  9.3%) 

 １６ 
(  7.2%) 

老人福祉法のやむ
を得ない事由によ
る措置 

 ４１ 
( 15.6%) 

 ３０ 
( 15.3%) 

 ２８ 
( 13.1%) 

 ２９ 
( 14.2%) 

 ３０ 
( 13.6%) 

その他の 
分離措置 

 ７４ 
( 28.1%) 

 ５７ 
( 29.1%) 

 ５１ 
( 23.9%) 

 ５７ 
( 27.9%) 

 ５７ 
( 25.8%) 

 
小計 ※ 

２６３ 
(100.0%) 

１９６ 
(100.0%) 

２１３
(100.0%) 

２０４ 
(100.0%) 

２２１ 
(100.0%) 

 
 
分
離
に
よ
ら
な
い
対
応 
 

見守り 
１４８ 

( 33.0%) 
１４１ 
( 36.5%) 

１１８ 
( 32.0%) 

１３１ 
( 35.7%) 

 ９９ 
( 26.6%) 

養護者への 
助言・指導 

２０８ 
( 46.4%) 

１８７ 
( 48.4%) 

２０１ 
( 54.5%) 

１９４ 
( 52.9%) 

２２８ 
( 61.3%) 

ケアプランの 
見直し 

 ７６ 
( 17.0%) 

 ８０ 
( 20.7%) 

 ８０ 
( 21.7%) 

 ５２ 
( 14.2%) 

 ７３ 
( 19.6%) 

被虐待者が新たに
介護保険サービス
を利用 

 ２４ 
(  5.4%) 

 ３１ 
(  8.0%) 

 １７ 
(  4.6%) 

 １９ 
(  5.2%) 

 ２７ 
(  7.3%) 

被虐待者が介護保
険サービス以外の
サービスを利用 

 １０ 
(  2.2%) 

 １３ 
(  3.4%) 

 １８ 
(  4.9%) 

 １３ 
(  3.5%) 

 １８ 
(  4.8%) 

養護者が介護負担
軽減のための事業
に参加 

  ９ 
(  2.0%) 

  ９ 
(  2.3%) 

 １１ 
(  3.0%) 

 １２ 
(  3.3%) 

 １２ 
(  3.2%) 

その他 
 ９３ 

( 20.8%) 
 ５２ 
( 13.5%) 

 ４９ 
( 13.3%) 

 ５６ 
( 15.3%) 

 ６４ 
( 17.2%) 

 小計 
<実人数> 

５６８ 
<４４８> 

５１３ 
<３８６> 

４９４ 
<３６９> 

４７７ 
<３６７> 

５２１ 
<３７２> 

 
合計（件） ８３１ ７０９ ７０７ ６８１ ７４２ 

(注)「分離によらない対応」には、複数の対応をとった場合があるため、「（１）虐待者 
 からの分離の有無」の人数とは一致しない。 

 
 
８ 権利擁護に関する対応 

成年後見制度 
利用開始済 

成年後見制度 
利用手続中 

日常生活自立支援事
業(社協の福祉サー
ビス利用援助事業)
の利用 

合計 
 

 ２４人   ２２人 
  ７人  ５３人 

(うち、市町村長申立事例  ３５人) 

 
※ 表中の合計（小計）の割合（％）は四捨五入しているので、合計が 100％に合わない 
 場合がある。 


